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梁
粛
の
思
想
と
文
学
（
劉
）

な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

八
世
紀
の
後
半
か
ら
九
世
紀
の
前
半
に
か
け
て
、
中
国
で
は
一
古
文
運
動
」
と
呼
ば
れ
る
散
文
改
革
運
動
が
お
こ
り
、
文
章
の
趨
勢
に

漸
く
変
化
の
兆
し
が
現
わ
れ
、
長
く
六
朝
時
代
か
ら
慣
習
と
な
っ
て
伝
わ
っ
て
き
た
餅
文
か
ら
古
文
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
転
換
期
に
い
わ
ゆ
る
唐
代
古
文
初
期
作
家
の
薙
穎
士
・
李
華
・
元
結
・
獨
孤
及
・
梁
粛
な
ど
が
輩
出
活
躍
し
て
、
後
の
韓
愈
や
柳
宗

元
両
古
文
大
家
の
先
駆
者
と
な
っ
た
こ
と
は
既
に
周
知
の
事
実
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
家
は
、
単
に
古
文
の
創
作
ば
か
り
で

は
な
く
、
当
時
の
時
代
情
況
の
も
と
で
新
し
く
起
っ
た
学
問
や
思
想
と
密
接
な
関
係
を
も
ち
、
中
国
学
術
思
想
史
の
上
か
ら
見
て
も
重
要

と
こ
ろ
で
、
上
に
挙
げ
た
唐
代
初
期
の
古
文
作
家
た
ち
が
、
元
来
ど
の
よ
う
な
時
代
環
境
、
或
い
は
ど
の
よ
う
な
人
闇
関
係
の
も
と
で

新
し
い
文
学
理
念
を
意
識
し
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
社
会
的
情
況
の
な
か
で
古
文
と
い
う
文
体
改
革
運
動
を
展
開
し
て
い
た
の
か
と

（
註
一
）

い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
林
田
慎
之
助
氏
の
「
唐
代
古
文
運
動
の
形
成
過
程
」
に
詳
細
な
論
及
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
考
察

の
対
象
と
し
て
、

そ
れ
ら
の
先
駆
的
古
文
作
家
た
ち
の
中
の
一
人
で
、
し
か
も
従
来
さ
ほ
ど
疾
く
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
梁
粛
を
と
り

あ
げ
、
そ
の
古
文
家
と
し
て
の
ユ
ニ
ー
ク
な
創
作
理
念
と
そ
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
、
私
な
り
に
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

梁
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先
ず
は
彼
の
生
涯
か
ら
ふ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。
ど
い
う
訳
か
、
梁
粛
の
伝
記
は
、

君

之

五

代

『
新
唐
書
』
の
蘇
源
明
伝
の
末
尾
に
附
さ
れ

て
い
る
位
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
拠
る
と
、
そ
の
字
は
敬
之
、
ま
た
は
寛
中
と
も
い
い
、
隋
時
代
刑
部
尚
書
梁
砒
の
五
代
子
孫
に
当
り
、

何
代
も
河
南
の
陸
渾
地
方
に
住
み
つ
い
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
梁
粛
の
伝
記
に
つ
い
て
、
多
少
詳
し
く
伝
え
て
い
る
の
は
、
彼
の
親

し
い
友
人
で
、
し
か
も
当
時
文
名
を
馳
せ
て
い
た
祖
元
翰
が
、
彼
の
た
め
に
書
い
た
「
墓
誌
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
拠
る
と
次
の
よ
う
な
記

事
が
あ
る
。

梁
君
緯
粛
字
寛
中
、
其
先
安
定
人
、
絲
漠
魏
己
降
、
至
於
隋
氏
、
世
有
爵
位
、
家
貴
門
盛
、
刑
部
尚
書
郎
耶
公
日
砒
、

祖
、
以
至
於
唐
朝
散
大
夫
、
右
台
侍
御
史
、
趙
王
行
台
記
室
宜
春
公
日
敬
実
、
公
之
高
祖
朝
散
大
夫
右
台
侮
御
史
日
愕
、
君
之
曽
祖

翌
、
終
於
莫
州
任
邸
令
、
父
逹
止
於
率
府
兵
曹
参
軍
事
、
安
卑
於
燕
釧
、
避
乱
於
呉
越
、
故
其
世
少
衰
焉
。
（
中
略
）
貞
元
九
年
冬

十
有
一
月
旬
有
六
日
、
寝
疾
於
萬
年
之
永
康
里
、
享
年
四
十
有
一
。
（
『
全
唐
文
』
巻
五
二
三
梁
君
墓
誌
）

こ
れ
か
ら
み
る
と
、
梁
粛
の
先
祖
は
古
く
漠
魏
の
時
代
か
ら
西
奥
地
の
甘
粛
安
定
地
方
の
豪
族
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
隋
朝
刑
部
尚
書
長

官
の
梁
砒
は
彼
の
五
代
先
の
祖
に
当
る
。
と
こ
ろ
が
彼
の
祖
父
と
父
親
の
時
代
に
な
っ
て
、
そ
の
豪
勢
な
華
や
か
さ
も
幾
度
か
に
わ
た
る

自
然
的
或
は
人
為
的
の
災
害
を
蒙
む
り
、

つ
い
に
梁
粛
の
時
代
に
は
没
落
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
梁
粛
自
身
が
書
い
た
「
過
薔
園
賦

」
の
中
で
わ
か
る
よ
う
に
、
曽
祖
父
の
梁
愕
の
時
に
、
は
じ
め
て
甘
粛
の
安
定
か
ら
東
の
河
南
地
方
の
陸
渾
に
移
り
、
こ
こ
で
三
代
先
祖

父
親
の
梁
逹
時
代
ま
で
は
無
事
暮
ら
し
て
い
た
。
し
か
し
玄
宗
皇
帝
開
元
年
間
の
頃
、
こ
の
長
く
住
み
つ
い
た
陸
渾
地
方
が
洪
水
で
あ
い

に
く
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
や
む
を
え
ず
北
へ
避
難
し
転
々
と
し
て
、
漸
く
函
谷
関
に
た
ど
り
つ
き
、
こ
の
地
方
に
定
住
す
る
こ
と
に
な

（
註
二
）

ア

）

0
t
 

つ

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
さ
き
に
挙
げ
た
雀
元
翰
が
書
い
た
「
梁
君
墓
誌
」
に
よ
れ
ば
、
古
文
家
梁
粛
が
貞
元
九
年
（
七
九
三
）

十
一
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梁
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月
、
万
年
の
永
康
里
で
死
亡
し
た
年
は
四
一
歳
で
あ
っ
た
と
明
確
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
死
亡
し
た
年
か
ら
逆
算
す
る
と
、
彼
は
玄
宗
帝

の
天
宝
十
二
年
（
七
五
三
）
函
谷
関
に
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
生
卒
年
に
つ
い
て
、
我
々
は
ど
う
し
て
も
―
つ
の
疑

問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
彼
自
ら
書
き
残
し
た
「
過
稽
園
賦
」
の
序
文
の
始
め
に
「
余
行
年
十
八
、
歳
上
元
辛
丑
に
当
る
」
と

（
七
六
一
）

い
う
文
句
を
明
言
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
上
元
辛
丑

ぬ
ま
の
状
態
が
つ
づ
き
、
反
乱
軍
の
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
た
史
思
明
が
、
子
供
の
史
朝
義
に
殺
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
粛
宗
皇
帝
が
亡

く
な
る
年
に
も
当
る
。
も
し
そ
の
年
に
梁
粛
が
十
八
歳
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
の
生
年
は
ど
う
し
て
も
天
宝
―
二
年
（
七
四
四
）
と
な

と
い
う
年
は
、
安
史
の
乱
が
起
っ
て
か
ら
六
年
目
で
、
戦
況
も
ど
ろ

り
、
上
述
の
天
宝
十
二
年
（
七
五
三
）
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
と
、
九
年
も
違
っ
て
相
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
さ

（
序
文
の
部
分
）

余
行
年
十
八
、
歳
当
上
元
辛
丑
、
盗
入
洛
陽
、
三
河
閻
大
塗
炭
、
因
蹴
身
東
下
、
転
捗
匪
難
之
中
者
垂
二
十
年
。

昔
予
生
之
三
歳
、
値
勅
虜
之
衝
奔
、
徒
弯
鷹
於
華
縣
、
蒙
郊
廟
於
祭
昏
、
皇
遊
蜀
川
、
帝
出
朔
原
、
戸
逐
織
血
、
烏
丸
又
屯
、
俄
四

逆
之
薦
凶
、
扇
燦
炭
而
蕪
黎
元
。
予
既
幼
、
捨
此
居
業
、
慮
性
命
之
所
存
、
始
蹴
跡
於
許
都
、
又
逃
刃
於
夷
門
、
沿
沖
水
之
湯
湯
、

樟
淮
波
之
翻
翻
、
荷
聞
詩
之
前
訓
、
迫
馳
役
而
不
敢
言
、
載
躙
河
以
径
度
、
趣
諸
越
而
休
止
、
在
長
洲
典
蘭
陵
、
亦
一
閏
而
三
徒
、

（
『
全
居
文
』
巻
五
一
七
過
奮
園
賦
井
序
）

梁
粛
が
二
十
八
歳
の
時
江
南
の
常
州
よ
り
都
の
長
安
に
赴
き
、
官
吏
登
用
の
た
め
中
央
で
行
な
う
文
辞
清
麗
科
に
応
じ
て
、
そ
の
時
一

緒
に
及
第
し
た
の
は
笑
渉
・
劉
公
亮
・
梁
粛
・
鄭
麒
・
沈
封
・
呉
通
元
な
ど
が
い
た
。
そ
れ
を
知
る
資
料
は
宋
代
王
浦
が
撰
し
た
『
唐
会

要
』
巻
七
十
六
制
科
挙
の
項
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
賦
は
梁
粛
が
や
が
て
太
子
校
書
郎
の
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
後
、
江
南
に
老
母
が
い
て
侍

養
を
必
要
と
す
る
が
た
め
に
常
州
へ
還
る
こ
と
に
な
っ
た
時
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
そ
の
帰
途
に
昔
三
代
も
住
み
つ
い
た
函

四
年
（
七
五
五
）

谷
関
に
立
寄
り
、
薔
園
を
訪
れ
た
時
の
感
無
量
の
情
を
腹
蔵
な
く
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
梁
粛
が
三
歳
の
時
、
つ
ま
り
天
宝
十

に
安
腺
山
が
反
乱
を
起
し
て
、
洛
陽
を
陥
れ
、
翌
十
五
年
六
月
に
は
更
に
西
へ
進
撃
し
、
都
の
長
安
に
迫
っ
た
の
で
、

鰯
姻
分
秋
風
、
湛
湛
分
春
江
、
侮
吾
心
其
何
已
゜

せ
る
た
め
に
、
先
ず
そ
の
賦
の
内
容
を
考
察
し
て
み
る
。
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玄
宗
皇
帝
は
蜀
地
方
へ
奔
り
、
粛
宗
は
慌
て
て
今
の
甘
粛
省
霊
武
県
に
逃
れ
、
反
乱
軍
の
至
る
所
民
は
塗
炭
の
苦
し
み
に
あ
っ
た
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
も
し
天
宝
十
四
年
が
彼
の
1

心
↓
歳
の
時
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
梁
粛
は
天
宝
十
二
年

れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
梁
粛
の
卒
年
を
貞
元
九
年
（
七
九
一
―
-
）

（
私
は
幼
い
頃
か
ら
さ
ま
よ
っ
て
、

ま
`
 
．．
 
こ

i
i
l
 

四
十
一
歳
の
時
で
あ
っ
た
と
す
る
雀
元
翰
の
「
梁
君
墓

誌
」
説
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
上
記
の
序
文
に
見
ら
れ
る
「
余
行
年
十
八
」
の
「
十
八
」
の
二
字
は
「
九
」
と
い
う
の
が
本
来

（
註
三

a
、
b
[）

の
字
で
、
恐
く
ら
は
伝
写
の
過
程
で
「
十
八
」
に
誤
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

現
存
す
る
資
料
に
か
か
る
梁
粛
の
少
年
時
代
に
つ
い
て
は
詳
か
で
は
な
い
が
、
し
か
し
彼
の
晩
年
の
作
品
と
思
わ
れ
る
「
述
初
賦
」
の

中
か
ら
多
少
な
り
と
も
彼
の
少
年
時
代
を
伺
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

予
幼
而
漂
流
、
遂
寓
於
江
海
之
上
、
興
晃
雁
為
伍
有
年
癸
。
或
緑
仕
以
代
樵
牧
、
其
暇
則
以
整
箱
自
娯
、
又
嘗
染
重
槌
疾
、
毎
求
長

つ
い
に
揚
子
江
下
流
の
江
南
地
方
に
寓
居
す
る
こ
と
に

『
全
肝
文
』
巻
五
一
七

な
っ
た
。
そ
こ
で
雁
と
と
も
に
過
ご
す
こ
と
は
幾
年
も
あ
り
、
時
に
は
給
料
を
も
ら
っ
て
薪
と
り
や
牛
飼
い
も
し
、
そ
の
暇
の
折
り

に
は
様
々
の
書
籍
を
楽
し
ん
で
い
た
。
嘗
て
足
に
重
い
リ
ュ
ウ
マ
チ
に
か
か
た
こ
と
も
あ
り
、
よ
く
あ
ち
こ
ち
長
桑
公
と
い
う
仙
人

の
霊
術
を
求
め
て
治
療
に
当
っ
た
。
学
問
と
治
療
以
外
の
事
は
何
も
考
え
ず
に
い
た
）

と
い
う
発
言
を
、
前
述
の
「
過
蕉
園
賦
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
梁
粛
の
少
年
時
代
は
殆
ん
ど
江
南
の
呉
地
方
で
過
ご
し
、
時
間
の

許
す
限
り
、
よ
く
色
々
な
書
物
を
読
み
、
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
学
問
教
養
に
励
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
学
問
・
病
気
の
治

療
の
外
に
は
、
心
に
何
も
煩
わ
す
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
古
文
家
の
処
世
と
異
な
り
、
ど
ち
か
と
い
え
ば
梁
粛
は
無
欲

で
し
か
も
野
心
を
描
か
な
い
と
い
う
自
然
に
ま
か
せ
た
生
き
方
が
、
そ
の
当
時
の
彼
の
生
活
方
針
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
二
十
歳

桑
氏
之
術
以
為
療
、
其
他
未
之
思
也
。

迩
初
賦
）

（七五一・-）
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頃
の
作
品
で
あ
る
「
坦
橋
石
表
銘
」
に
も
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
裏
付
け
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

臨
淮
之
下
郊
有
古
坦
橋
、
益
漢
少
博
留
文
成
侯
張
良
受
神
人
黄
石
公
兵
書
之
地
。
（
中
略
）
凡
志
不
定
則
事
不
成
、
謀
不
従
則
業
不

0

0

 

0
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 

広
、
留
侯
不
遭
黄
石
、
無
以
定
其
志
、
高
祖
不
獲
留
侯
、
無
以
広
其
業
、
人
神
参
井
、
漠
道
乃
行
、
不
然
何
通
降
聖
賢
、
君
臣
遇

0

0

0

 

0
 
0
 

0
 

合
、
上
得
天
統
、
中
為
帝
師
、
如
此
其
盛
也
。
大
歴
七
年
予
旅
遊
次
堕
履
之
地
、
於
是
鑽
石
勒
銘
、
揚
於
郊
折
、
庶
侍
力
違
天
、
傲

0

0

 

0
 
0
 
0
 

功
妄
作
之
輩
、
於
以
敬
戒
之
爾
゜

こ
れ
は
梁
粛
が
若
い
頃
、
淮
南
の
下
郊
と
い
う
所
へ
旅
に
出
か
け
、
歴
史
の
物
語
り
に
よ
く
出
て
来
る
坦
橋
に
た
ど
り
つ
い
た
。
坦
橋
は

周
知
の
如
く
、
前
漠
創
業
の
功
臣
で
あ
る
張
良

(
9
・？
BC-
六
八
）
が
こ
の
坦
橋
で
黄
石
公
老
人
か
ら
太
公
兵
法
を
授
っ
た
と
い
う
伝
説
が

あ
る
所
で
あ
る
。
前
漠
の
高
祖
の
幕
下
に
加
わ
っ
た
張
良
は
軍
師
と
な
り
、
遂
に
大
功
業
を
立
て
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
張
良

し
た
考
え
方
は
当
時
仏
教
と
道
教
の
信
仰
が
人
心
を
と
ら
え
て
い
た
社
会
情
況
の
中
で
必
然
的
に
生
ま
れ
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
む

ま
た
文
末
に
「
力
に
た
よ
っ
て
天
道
に
違
き
、
ま
ぐ
れ
あ
た
り
の
功
を
求
め
て
、
し
か
も
で
た
ら
め
に
行
動
す
る
者
は
、
こ
こ
に
戒
め
る

」
と
の
警
告
は
、
当
時
社
会
に
於
け
る
汲
々
と
し
て
官
界
権
勢
利
欲
に
狂
奔
す
る
者
に
対
し
て
の
戒
告
で
あ
ろ
う
。
彼
自
身
に
関
す
る
不

平
不
満
を
こ
め
た
作
品
が
殆
ん
ど
見
当
ら
な
い
の
は
、
や
は
り
そ
う
し
た
考
え
方
が
そ
の
当
時
の
彼
の
人
生
観
の
基
調
に
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
強
い
て
言
え
ば
一
種
の
宗
教
的
教
養
の
中
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
事
実
彼
が
大
半
の
生
涯
を
費
し
て
い
た
江
南
地

方
で
、
多
く
の
僧
侶
と
交
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
僧
侶
か
ら
彼
が
受
け
た
知
識
教
養
の
多
大
な
影
響
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

上
人
形
就
而
心
和
、
行
独
而
志
潔
、
辱
典
僕
滸
殆
三
十
年
突
。
初
用
文
合
、
晩
以
道
交
、
淡
而
文
、
文
而
敬
、
他
人
未
之
知
也
。
今

年
春
予
有
幽
憂
之
疾
、
謁
長
桑
氏
於
東
南
、
上
人
以
無
住
為
楽
、
将
邁
乎
寿
陽
、
相
待
形
骸
之
外
、
相
忘
江
湖
之
上
、
比
夫
世
間
重

な
と
や

事
者
不
同
日
癸
。
（
上
人
は
立
派
な
風
格
を
も
ち
、
し
か
も
心
は
大
変
に
和
か
で
あ
り
、
行
な
い
は
常
時
独
り
で
あ
る
が
、
そ
の
志
は

非
常
に
潔
白
で
あ
っ
た
。
私
は
交
遊
を
か
た
じ
け
な
く
し
て
い
た
だ
い
て
凡
そ
三
十
年
に
な
る
。
初
め
の
時
は
文
で
も
っ
て
合
し
、

梁
粛
の
思
想
と
文
学
（
劉
）

個
人
の
才
能
が
秀
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、 （

『
全
唐
文
』
巻
五
二

0

坦
橋
石
表
銘
井
序
）

「
人
」
と
「
神
」
が
共
に
―
つ
に
な
っ
て
漠
帝
国
が
形
成
さ
れ
た
と
力
説
し
て
い
る
。
こ
う
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っ
た
）

四

後
に
な
っ
て
は
道
で
も
っ
て
交
わ
っ
た
。
常
に
淡
々
と
し
て
美
わ
し
く
、
美
わ
し
く
し
て
、
敬
重
し
た
こ
と
は
、
他
人
は
未
だ
こ
れ

を
知
ら
な
い
。
今
年
の
春
に
私
が
宿
疾
の
こ
と
で
東
南
地
方
の
安
徽
省
へ
赴
き
、
長
桑
公
の
よ
う
な
仙
人
霊
術
を
求
め
に
行
っ
た

際
、
上
人
は
私
に
仏
教
の
根
本
真
理
が
世
の
中
に
常
住
す
る
も
の
何
も
な
い
と
い
う
説
を
楽
し
ん
で
語
り
、
一
緒
に
寿
陽
に
出
向
い

た
。
私
達
は
と
て
も
気
が
合
っ
て
仲
良
く
し
て
、
世
間
に
利
害
関
係
ば
か
り
を
重
ん
じ
る
人
の
と
は
全
く
違
っ
た
次
元
の
交
際
で
あ

（
『
全
唐
文
』
巻
五
一
八

送
霊
沼
上
人
遊
寿
陽
序
）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
の
一
生
は
仏
教
道
教
と
の
非
常
に
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
前
述

の
よ
う
に
、
梁
粛
は
四
十
一
歳
で
な
く
な
っ
た
が
、
三
十
余
年
に
も
及
ぶ
霊
沼
上
人
と
の
往
来
は
、
生
涯
の
殆
ん
ど
を
占
め
、
恐
ら
く
は

江
南
に
渡
っ
て
来
た
梁
粛
が
自
ら
積
極
的
に
接
近
し
て
は
じ
ま
っ
た
交
り
と
思
わ
れ
る
。

江
南
地
方
で
転
々
と
流
浪
し
て
い
る
間
、
梁
粛
は
不
幸
に
し
て
、
十
六
歳
の
時
に
父
親
の
逹
を
亡
く
し
て
い
る
。
宿
疾
足
の
リ
ュ
ウ
マ

チ
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
の
上
父
親
を
亡
く
し
た
こ
と
は
言
語
に
尽
せ
な
い
苦
し
み
と
悲
し
み
を
味
わ
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
た

身
心
と
も
に
苦
し
み
を
な
め
た
こ
と
が
、
彼
に
宗
教
へ
の
関
心
を
一
層
つ
の
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

嗚
呼
、
君
之
寓
江
南
、
年
十
六
而
先
府
君
歿
、
事
祖
母
以
至
孝
聞
、
在
鵜
旅
之
中
、
嘗
離
乱
之
際
、
貞
固
而
未
嘗
忘
於
道
、
廉
譲
而

未
嘗
栃
於
義
。
（
あ
A

、
君
は
江
南
に
寓
居
し
た
際
、
十
六
歳
の
時
に
父
親
を
亡
く
し
、
そ
の
後
、
君
は
祖
母
に
極
め
て
孝
を
尽
し
、

（
『
全
唐
文
』
巻
五
二
三

雀
元
翰
の
「
梁
君
墓
誌
」
）

戦
乱
の
た
め
に
生
活
が
苦
し
く
て
も
、
廉
直
で
道
義
を
固
く
守
り
抜
い
た
）

こ
の
資
料
は
梁
粛
の
人
柄
を
さ
ら
に
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
み
な
が
ら
私
は
、
同
じ
古
文
作
家
で
し
か
も
彼
の
先

輩
に
当
る
李
華
の
こ
と
を
想
起
す
る
。
李
華
は
安
緑
山
の
乱
に
遭
い
、
そ
の
時
母
親
を
鄭
に
残
し
て
い
た
の
で
、
騒
乱
中
の
巷
を
ぬ
っ
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氏
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

五

を
受
け
得
よ
う
か
」

官
職
に
つ
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

て
、
母
親
を
車
に
の
せ
て
救
出
す
る
途
中
、
遂
に
賊
軍
に
捕
え
ら
れ
、
無
理
矢
理
に
安
緑
山
の
下
で
鳳
閣
舎
人
と
い
う
偽
官
に
つ
け
ら
れ

た
。
こ
れ
は
李
華
に
と
っ
て
大
き
な
挫
折
で
あ
っ
た
。
乱
平
定
後
、
粛
宗
の
上
元
年
間
の
頃
、
李
華
は
中
央
朝
廷
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て

（
『
唐
書
』
李
華
伝
）
と
い
っ
て
、
固
く
召
請
を
辞
退
し
た
。
李
華
は
こ
う
し
た
心
境
の
下
で
、
後
に
梁
粛
が
生
涯

の
大
半
を
費
す
こ
と
に
な
る
常
州
に
近
い
淮
南
と
い
う
所
に
隠
棲
し
、
終
始
農
事
と
仏
事
に
務
め
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
両
者
は
と

も
に
古
文
作
家
で
あ
る
が
、
孝
養
の
節
義
を
貫
ぬ
く
生
活
態
度
に
お
い
て
も
又
酷
似
し
て
い
た
。

さ
て
、
同
じ
古
文
家
で
あ
る
李
華
・
獨
孤
及
・
梁
粛
ら
は
、
当
時
に
お
け
る
社
会
思
潮
の
主
流
で
あ
っ
た
仏
・
道
二
教
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
私
な
り
の
考
察
を
加
え
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
周
知
の

如
く
、
七
、
八
世
紀
の
隋
唐
時
代
は
、
後
漠
以
来
外
来
宗
教
で
あ
る
仏
教
が
、
幾
度
か
天
子
の
奨
励
も
あ
っ
て
、
完
全
に
中
国
社
会
に
定

着
し
た
時
代
で
あ
り
、
強
い
て
い
え
ば
中
国
的
仏
教
の
黄
金
時
代
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
だ
か
ら
中
国
の
知
識
人
の
多
く
は
、
仏
・

道
二
教
に
帰
依
す
る
か
、
そ
れ
に
深
い
関
心
を
寄
せ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
そ
の
影
響
を
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
蒙
っ
て
い
た
。
こ

う
し
た
な
か
で
唐
代
文
学
と
仏
教
と
の
関
係
は
、
恐
ら
く
西
洋
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
に
比
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
過
言
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。
唐
代
文
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
時
代
の
社
会
情
況
の
下
で
宗
教
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
す
で
に
藤
善
真
澄

六
朝
貴
族
階
級
の
没
落
と
い
う
深
刻
な
不
安
と
動
揺
に
包
ま
れ
た
時
代
に
身
を
置
き
、
貞
観
の
治
に
踵
を
接
す
る
武
周
革
命
、
開

元
・
天
宝
よ
り
安
史
の
乱
、
更
に
帝
国
を
蝕
む
藩
鎮
宦
官
の
興
亡
な
ど
大
唐
の
繁
栄
と
い
う
名
の
下
に
、
さ
ま
ざ
ま
に
織
り
成
さ
れ

梁
粛
の
思
想
と
文
学
（
劉
）

「
自
ら
は
節
を
失
い
、
そ
の
上
母
親
を
亡
く
し
た
の
に
、
ど
う
し
て
天
子
の
恩
寵
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る
栄
枯
盛
衰
を
痙
験
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
文
人
達
に
と
っ
て
、
常
住
の
一
物
も
な
し
と
説
く
仏
教
の
根
本
真
理
が
、

（
中
略
）
唐
代
文
人
の
宗
教
観
を
特
色
づ
け
る
の
は
、
知
識
・
教
養
の
宗
教
で
あ
る
。

い
か
に
感
受
せ
ら
れ

（
中
略
）
対
句
な
ど
の
修
辞

唐
代
文
人
の
宗
教
観
）

法
は
、
お
お
む
ね
古
典
の
語
句
に
借
り
て
旨
意
を
表
わ
す
か
ら
、
広
博
な
古
典
教
養
の
蓄
積
が
文
人
た
る
資
格
を
決
す
る
。
整
誉
を

得
る
た
め
に
は
仏
典
さ
え
も
渉
猟
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
と
に
宗
教
界
に
君
臨
す
る
仏
教
・
道
教
が
科
挙
の
問
題
に
取
上
げ
ら
れ
る
と

（
『
歴
史
教
育
」
一
七
ー
―
―
―

こ
の
よ
う
な
時
代
雰
囲
気
の
中
で
、
唐
代
文
人
た
ち
が
、
自
然
に
仏
教
・
道
教
の
教
理
に
対
す
る
関
心
を
寄
せ
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

と
な
る
。
儒
学
者
で
あ
っ
て
も
仏
教
道
教
の
教
理
が
一
般
知
識
人
の
備
え
る
べ
き
教
養
と
し
て
あ
っ
た
と
す
る
記
事
は
、
今
日
も
数
え
き

れ
な
い
程
残
さ
れ
て
い
る
。
梁
粛
の
「
越
州
開
元
寺
律
和
尚
塔
碑
銘
」
も
そ
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

梁
粛
の
仏
教
に
対
す
る
理
解
は
、
前
述
の
よ
う
に
若
い
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
接
し
方
も
、
魂
の
救
済
を

求
め
る
と
ま
で
は
言
い
難
い
が
、
少
く
と
も
本
心
か
ら
そ
の
教
理
を
愛
好
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
を
こ
な
し
て
自
ら

の
生
涯
を
円
滑
に
活
か
し
た
の
は
仏
教
的
教
養
に
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
同
じ
古
文
家
で
あ
り
な
が
ら
、

李
華
・
獨
孤
及
と
ぱ
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
。

李
華
は
前
述
の
如
く
、
自
ら
節
を
曲
げ
た
こ
と
を
苦
に
し
て
隠
遁
し
、
そ
こ
で
農
業
仏
事
に
従
事
す
る
と
い
う
一
種
の
挫
折
感
を
抱
き

乍
ら
、
彼
の
晩
年
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。

獨
孤
及
は
古
文
作
家
で
あ
り
な
が
ら
、
儒
教
を
勿
論
の
事
、
仏
教
道
教
に
も
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
貴
族
名

門
の
出
身
で
も
な
く
、
官
位
も
常
州
の
刺
史
で
終
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
才
能
と
徳
行
に
よ
っ
て
大
変
な
人
望
を
も
っ
て
、
世
の
中
に
名

を
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
李
肇
の
『
店
国
史
補
』
が
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
獨
孤
及
は
五
十
三
歳
で
命
を
断
っ
た
が
、
其
の
生
涯
に
李

華
や
梁
粛
な
ど
の
よ
う
に
各
地
を
流
浪
し
た
り
、
肉
親
と
死
別
し
た
り
す
る
よ
う
な
大
き
い
境
遇
の
変
化
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
故
か
、
わ
り
に
ゆ
と
り
の
あ
る
生
き
方
を
し
て
い
る
。
そ
の
達
観
し
た
生
き
方
を
可
能
に
し
た
思
想
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
複
雑

あ
っ
て
は
知
識
人
た
る
者
、
否
応
な
く
研
鑽
を
積
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

た
で
あ
ろ
う
か
。
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第
六
子
萬
墓
誌
」
）

六

な
時
代
環
境
と
社
会
情
況
に
適
応
し
た
独
特
の
性
格
を
具
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
は
道
教
的
教
養
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
彼
が
道
教
に
対
す
る
理
解
を
示
し
、
そ
れ
に
傾
倒
し
た
作
品
は
数
多
く
彼
の
文
集
『
毘
陵
集
』
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
参
考

嗜
学
好
古
、
誦
老
子
荘
子
之
書
、
究
其
大
略
、
罹
於
多
難
、
未
遥
筵
仕
゜

み
、
其
の
大
要
を
究
め
た
が
、
多
難
に
出
邁
っ
て
、
未
だ
に
官
吏
に
な
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
）

と
彼
の
甥
に
当
る
獨
孤
萬
の
墓
誌
に
述
べ
、
一
族
ぐ
る
み
道
教
に
深
遼
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
彼
が
生
き
て
い
た
時
代
は
、
た
ま
た

ま
唐
の
国
姓
が
老
子
と
同
じ
「
李
」
で
、
大
い
に
道
教
を
尊
び
、
そ
の
道
教
の
創
始
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
老
訥
に
太
上
玄
皇
帝
の
尊
号

ま
で
捧
げ
て
、
そ
の
廟
を
建
て
、
列
荘
の
諸
道
家
に
も
皆
謳
号
を
加
え
、
其
の
書
を
経
典
と
し
て
い
た
。
玄
宗
皇
帝
は
更
に
自
ら
老
子
を

註
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
獨
孤
及
は
こ
う
し
た
時
勢
に
乗
り
、
そ
れ
を
処
世
に
活
用
し
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。

梁
粛
の
場
合
は
、
獨
孤
及
の
生
き
た
時
代
環
境
と
は
そ
れ
程
大
き
な
相
違
は
な
い
が
、
彼
の
教
養
を
考
え
る
際
、
道
教
よ
り
も
仏
教
教

理
の
理
解
に
重
点
が
か
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
前
述
の
僧
侶
霊
沼
上
人
と
の
深
い
交
友
関
係
が
生
き
生
き
と
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、

そ
の
こ
と
を
充
分
に
裏
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
に
対
す
る
傾
倒
と
理
解
の
風
潮
は
、
梁
粛
一
人
だ
け
で
の
問
題
で
は
な
く
、
当

時
の
官
界
・
知
識
文
人
及
び
庶
民
に
至
る
ま
で
浸
透
し
、
一
種
の
時
代
流
行
現
象
を
き
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

仏
教
の
各
宗
派
の
中
で
も
、
梁
粛
が
特
に
親
し
ん
で
い
た
の
は
、
天
台
宗
の
祖
と
称
せ
ら
れ
る
湛
然
で
あ
る
。
湛
然
は
少
年
時
代
か
ら

学
業
に
秀
れ
、
脱
俗
の
志
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
玄
宗
皇
帝
開
元
十
五
年
（
七
1

一
七
）
湛
然
が
十
七
歳
の
時
に
仏
道
を
求
め
て
浙

梁
粛
の
思
想
と
文
学
（
劉
）

ま
で
こ
こ
に
一
例
を
挙
げ
て
お
く
。

（
『
毘
陵
集
』
巻
一
〇

「
獨
孤
公 ょ

（
学
を
た
し
な
み
、
古
を
好
み
、
老
子
荘
子
の
書
を
誦
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東
地
方
を
訪
ね
、
金
華
寺
の
方
巌
僧
に
従
っ
て
止
観
の
法
を
受
け
、
十
八
年
に
は
東
陽
左
袈
に
至
っ
て
玄
朗
法
師
に
つ
い
た
。
そ
の
時
玄

朗
法
師
は
彼
が
仏
道
を
学
ぶ
に
値
い
す
る
心
の
広
さ
を
持
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
で
悉
く
教
観
の
道
を
教
え
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
彼
は
二
十
年
間
専
ら
天
台
の
教
学
を
学
び
、
天
宝
七
年
（
七
四
八
）
宜
興
浄
楽
寺
に
投
じ
、
始
め
て
剃
髪
染
衣
し
た
が
、

そ
の
時
三
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
江
南
の
呉
地
方
で
活
躍
し
て
、
天
台
教
の
布
教
を
も
っ
て
自
ら
そ
の
任
と
し
て
、
大
い
に
所
伝
を

祖
述
し
て
文
章
数
十
万
言
を
著
わ
し
て
い
る
。
ま
た
天
台
教
観
の
奥
旨
を
発
揮
し
、
一
家
圃
頓
の
教
を
遂
げ
た
。
天
宝
よ
り
大
歴
に
か
け

て
、
玄
宗
・
粛
宗
・
代
宗
が
相
次
い
で
召
し
た
が
、
疾
あ
り
と
称
し
て
仲
々
応
じ
な
か
っ
た
。
其
の
高
風
で
も
っ
て
人
に
教
へ
、
音
年
に

至
っ
て
も
倦
ま
な
か
っ
た
。
七
十
二
歳
で
な
く
な
っ
た
が
、
実
は
死
後
、
そ
の
碑
銘
は
古
文
家
の
梁
粛
の
手
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
て
い

（
註
四
）

る
。
か
く
て
彼
の
偉
業
は
実
に
天
台
中
興
の
祖
と
し
て
、
世
に
荊
撲
尊
者
或
い
は
妙
楽
大
師
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
湛
然
は
も
と
も
と
浙
江
常
州
地
方
出
身
で
梁
粛
が
北
か
ら
南
渡
し
て
来
た
時
は
い
ま
だ
常
州
で
住
職
の
身
で
あ
っ
た
。
梁
粛
は
恐

ら
く
は
こ
の
当
時
か
ら
、
湛
然
に
師
事
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
資
料
が
あ
る
。

（
『
全
唐
文
』
巻
五
一
八

「
維
摩
癌
暑
疏
序
」
）

粛
嘗
受
癌
於
公
門
、
遊
道
於
義
学
、
雖
鑽
仰
莫
能
、
而
磋
歎
不
足
。

こ
の
篇
の
文
末
に
「
甲
辰
の
歳
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
甲
辰
の
年
と
い
え
ば
代
宗
広
癒
二
年
（
七
六
四
）
に
当
り
、
梁
粛
は
ま

だ
十
二
歳
の
少
年
で
あ
っ
た
。
も
し
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
こ
の
一
篇
は
最
も
早
い
時
期
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
幼
年
よ
り

自
ら
よ
く
湛
然
の
所
へ
出
入
り
し
て
仏
道
を
学
び
、
一
生
懸
命
に
そ
の
教
理
を
窮
め
よ
う
と
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
湛
然
師
に
は
と
て
も

及
ば
な
か
っ
た
と
述
べ
て
、
師
の
学
問
人
格
を
慕
い
、
且
つ
感
銘
し
て
い
る
。
ま
た
梁
粛
が
二
十
二
歳
の
時
に
、
僧
法
馬
の
た
め
に
書
い

た
「
常
州
建
安
寺
止
観
院
記
」
の
中
で
も
、
湛
然
法
師
が
そ
こ
で
天
台
宗
を
尊
ぶ
法
義
を
布
教
し
た
際
に
、
梁
粛
自
身
も
止
観
院
に
赴
い

（
註
五
）

た
と
言
明
し
て
い
る
。
―
―
十
二
歳
の
若
さ
で
彼
が
こ
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
こ
と
は
、
古
文
だ
け
で
は
な
く
、
仏
道
に
お
い
て
も
か
な
り

深
い
造
詣
を
具
え
る
に
至
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
れ
以
降
仏
教
帰
依
は
長
年
に
わ
た
っ
て
梁
粛
の
な
か
で
変
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と

り
わ
け
彼
の
天
台
宗
止
観
に
対
す
る
分
析
評
価
は
実
に
み
と
と
な
結
晶
を
み
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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夫
止
観
何
為
也
、
導
萬
法
之
理
而
復
於
実
際
者
也
。
賓
際
者
何
也
、
性
之
本
也
、
物
之
所
以
不
能
復
者
、
昏
興
動
使
之
然
也
。
照
昏

（
そ
も
そ
も
止
観
と
は
な
に
か
、
そ
れ
は
天
地
万
物
法
則
の
理
を
導
び
き
、

か
え

そ
し
て
現
実
に
復
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
実
と
は
な
に
か
、
そ
れ
は
本
性
の
本
で
あ
る
。
物
が
能
く
復
ら
な
い
原
因
は
、
昏
さ
と

う

ご

と

ど

め

動
き
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
昏
い
も
の
を
照
ら
す
の
は
明
と
い
い
、
動
き
を
駐
る
の
は
静
と
い
う
、
明
と
静
は
止
観
の
本
体
で
あ

（
『
全
唐
文
』
巻
五
一
七

「
正
観
統
例
議
」
）

こ
う
し
た
天
台
止
観
に
対
す
る
鋭
い
卓
見
は
、
多
く
古
文
家
た
ち
の
中
で
も
最
も
秀
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
こ
れ
だ

け
に
止
ま
ら
ず
、
彼
独
特
の
見
識
を
一
層
発
揮
し
て
、
天
台
宗
理
論
の
立
場
か
ら
、
当
時
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
禅
宗
を
批
判
す
る
ま
で

に
至
り
、
禅
宗
は
伝
統
的
仏
教
礼
法
を
ゆ
る
が
め
て
い
る
と
強
く
非
難
し
て
い
る
。

乃
馳
其
智
用
以
符
録
蒟
術
為
務
、
而
妄
於
霊
台
之
中
、
有
所
念
慮
、
其
末
也
謂
歯
髪
不
変
、
疾
病
不
作
、
以
之
為
功
而
交
戦
於
夭
寿

之
域
、
号
為
道
流
、
不
亦
大
哀
乎
゜

ら
め
で
、
欲
望
が
あ
る
。
そ
の
結
末
は
歯
髪
は
永
遠
に
変
ら
ず
、
病
気
も
作
ら
な
い
と
謂
っ
て
、
こ
れ
を
以
っ
て
工
夫
と
し
て
、
夭

寿
の
世
界
に
戦
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
仏
道
の
主
流
で
あ
る
と
称
し
て
い
る
の
は
、
哀
し
い
事
で
は
な
い
か
。
）

（
『
全
唐
文
』
巻
五
一
九

「
神
仙
伝
論
」
）

ま
た
「
天
台
法
門
議
」
篇
の
中
に
も
、
や
は
り
こ
れ
と
似
通
っ
た
観
点
で
禅
宗
に
対
し
て
一
層
厳
し
く
非
難
し
て
い
る
。

た
、
当
時
の
仏
教
界
内
部
に
起
っ
た
各
宗
派
の
正
統
性
論
争
の
資
料
と
し
て
み
て
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

梁
粛
が
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
他
の
古
文
家
と
同
じ
く
、
仏
教
道
教
と
密
切
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
事
実

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
文
学
思
想
な
い
し
創
作
態
度
を
研
究
す
る
際
に
、
単
に
古
文
と
儒
家
思
想
と
の
関
係
ば
か
り
で
な
く
、

当
時
の
仏
教
・
道
教
と
古
文
家
の
生
活
態
度
と
の
相
互
関
係
は
も
っ
と
留
意
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

る）

梁
粛
の
思
想
と
文
学
（
劉
）

者
謂
之
明
、
駐
動
者
謂
之
静
、
明
典
静
止
観
之
体
也
。

こ
れ
は
ま

（
知
能
を
働
か
せ
て
専
ら
予
言
書
や
薬
物
治
療
法
の
た
め
に
務
め
て
い
る
が
、
心
の
中
は
で
た
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な
る
の
は
、
大
歴
九
年

梁
粛
が
若
い
頃
か
ら
、
暇
な
折
り
に
よ
く
い
ろ
い
ろ
な
書
籟
を
読
ん
で
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
は
、
前
述
の
「
述
初
賦
」
か
ら
も
読
み
と

れ
る
。
彼
は
大
変
な
勉
強
家
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
に
も
ま
し
て
動
乱
の
中
の
流
浪
生
活
が
彼
の
人
生
経
験
を
豊
か
に
し
た
で
あ
ろ
う
。

彼
が
世
に
文
名
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
李
華
・
獨
孤
及
と
の
出
逢
い
に
よ
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

年
十
八
‘
趙
郡
李
返
叔
、
河
南
獨
孤
至
之
、
始
見
其
文
、
稲
其
美
、
由
是
大
名
彰
於
海
内
。

顕
惟
小
子
、
慕
学
文
史
、
初
公
来
思
、
拝
遇
梅
里
、
如
薔
相
識
、
調
謬
慰
止
、
更
居
伽
貧
、
四
稔
於
此
゜

祭
独
孤
常
州
文
）

こ
れ
に
よ
る
と
梁
粛
十
八
歳
の
時
彼
の
文
章
が
、
始
め
て
古
文
先
駆
者
の
李
華
と
獨
孤
及
に
認
め
ら
れ
、
大
い
に
賞
賛
さ
れ
て
、

で
彼
の
名
声
が
内
外
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
梁
粛
は
獨
孤
及
の
文
史
に
わ
た
る
学
問
的
造
詣
を
慕
っ
て
彼

に
師
事
し
、
初
め
て
逢
っ
た
と
き
か
ら
、
昔
か
ら
の
知
人
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
気
が
合
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
意
気
投
合
し
た
理
由

は
、
彼
等
が
と
も
に
伝
統
的
な
儒
教
思
想
を
復
興
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
、
そ
の
思
想
を
文
章
に
力
強
く
表
現
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
彼
に
多
大
な
影
薯
を
与
え
た
の
は
獨
孤
及
で
あ
る
。
彼
が
獨
孤
及
に
就
い
て
学
徳
を
積
む
よ
う
に

（
七
七
四
）
、
梁
粛
が
二
十
二
歳
の
時
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
時
獨
孤
及
は
梁
粛
の
居
る
常
州
の
刺
史
で
あ
っ
た
。

嘗
謂
粛
曰
、
為
学
在
勤
、
為
文
在
癌
、
勤
則
能
深
、
癌
則
可
行
、
吾
斯
頻
言
、
勉
子
有
成
。
又
日
文
帷
可
以
骰
道
、
道
徳
可
以
長

保
、
華
而
不
賓
、
君
子
所
醜
、
敬
服
斯
言
、
敢
忘
永
久
。
（
嘗
っ
て
獨
孤
及
は
私
に
こ
う
言
っ
た
。
学
問
に
対
し
て
は
勤
勉
な
態
度

のつ

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
文
を
作
る
時
に
は
、
六
癌
に
則
と
る
べ
き
で
あ
る
。
勤
勉
な
態
度
で
臨
め
ば
立
派
な
学
問
が
深
ま
り
、
六

の
つ

経
に
則
と
れ
ば
文
章
は
世
に
行
わ
れ
る
。
私
は
こ
こ
で
君
が
勉
励
し
て
後
日
成
功
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
ま
た
文
章
は
這
に
よ
っ

て
作
り
、
道
徳
は
長
く
保
つ
べ
き
で
あ
る
。
華
麗
で
あ
っ
て
も
、
内
容
が
乏
し
け
れ
ば
、
そ
れ
は
君
子
の
恥
と
す
る
所
で
あ
る
と
も
い

七

（
人
全
唐
文
』
巻
五

（
『
全
唐
文
〗
巻
五

梁
君
墓
誌
）そ

れ
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之
於
辞
、

遣
風
。

（
『
全
唐
文
』
巻
五
一
八

梁
粛
の
思
想
と
文
学
（
劉
）

常
州
剌
史
獨
孤
公
集
後
序
）

直
而
婉
、

っ
た
。
獨
孤
及
の
こ
の
教
え
に
対
し
て
、
私
は
深
く
感
銘
し
、
敢
て
永
久
に
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
）

孤
常
州
文
）

こ
れ
は
、
獨
孤
及
が
自
分
の
後
輩
で
も
あ
り
、
弟
子
の
関
係
で
も
あ
る
梁
粛
に
、
学
問
や
文
章
を
為
す
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で

の
つ

臨
む
べ
き
か
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
文
章
は
易
・
書
・
詩
・
春
秋
・
礼
記
・
楽
記
な
ど
の
経
典
に
則
と
る
べ
き
で
あ

っ
て
、
華
麗
に
流
れ
、
思
想
内
容
が
乏
し
い
も
の
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
載
道
文
学
観
に
立
脚
し
て
教
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
梁
粛
も
こ
の
こ
と
を
後
々
ま
で
深
く
意
識
し
、
と
り
わ
け
文
章
の
創
作
に
当
っ
て
は
よ
く
反
映
さ
せ
て
い
る
。
な
お
こ
の
二
人
の
古

文
作
家
の
深
い
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
梁
粛
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
李
舟
が
『
獨
孤
及
文
集
』
の
序
文
で
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

（
獨
孤
）
常
州
愛
士
、
而
粛
最
為
所
重
、
討
論
居
多
、
故
其
為
文
之
意
、
粛
能
言
之
。

た
。
そ
の
中
で
も
梁
粛
は
最
も
重
ん
じ
ら
れ
、
学
問
に
対
す
る
考
え
を
か
わ
す
機
会
も
多
か
っ
た
。
故
に
獨
孤
及
の
文
を
作
る
意
図

に
つ
い
て
は
、
梁
粛
は
能
＜
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
）

こ
の
李
舟
の
序
文
は
、
獨
孤
及
と
梁
粛
二
人
の
文
章
認
識
が
完
全
に
一
致
し
て
い
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。

歴
十
二
年
（
七
七
七
）

し
か
し
、
師
事
し
て
三
年
も
た
た
な
い
、
梁
粛
二
十
五
歳
の
時
、
彼
の
最
も
敬
愛
す
る
師
で
あ
っ
た
獨
孤
及
が
世
を
去
っ
た
。
時
に
大

こ
れ
を
文
集
に
し
た
が
、
そ
の
序
文

四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
年
の
秋
に
梁
粛
は
獨
孤
及
の
遣
稿
を
整
理
し
、

辮
而
不
華
、

（
『
全
唐
文
』
巻
四
四
三

博
厚
而
高
明
、

の
中
で
、
獨
孤
及
の
文
学
的
態
度
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

獨
孤
常
州
集
序
）

論
人
無
虚
美
、

比
事
為
賓
録
、

故
道
徳
仁
義
、
非
文
不
明
、
礼
楽
刑
政
、
非
文
不
立
、
文
之
興
廃
、
視
世
之
治
乱
、
文
之
高
下
、
視
才
之
厚
薄
、
唐
興
、
接
前
代
浣

醜
之
後
、
承
文
章
顛
墜
之
運
、
王
風
下
扇
、
藷
俗
梢
革
、
不
及
百
年
、
文
体
反
正
、
其
後
時
寝
和
溢
、
而
文
亦
随
之
、
天
宝
中
作
者

数
人
、
頗
節
之
以
礼
、
泊
公
為
之
、
於
是
操
道
徳
為
根
本
、
総
礼
楽
為
冠
帯
、
以
易
之
精
義
、
詩
之
雅
興
、
春
秋
之
褒
貶
、

故
其
文
寛
而
簡
、

天
下
凜
然
、

復
額
両
漠
之 属

（
獨
孤
及
は
善
く
学
者
を
可
愛
が
っ
て
い

（
『
全
唐
文
』
巻
五
ニ
ニ

祭
獨
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こ
れ
は
時
代
状
況
と
そ
の
中
で
の
人
間
の
精
神
生
活
が
、
真
先
に
反
映
す
る
も
の
が
文
章
で
あ
る
と
い
う
発
想
に
立
つ
梁
粛
が
、
唐
の

天
宝
年
間
に
な
っ
て
、
六
朝
以
来
長
く
頭
廃
し
て
い
た
文
章
の
道
を
、
再
び
復
興
し
た
数
人
の
古
文
家
の
存
在
に
言
及
し
な
が
ら
、
獨
孤

及
の
時
に
至
っ
て
道
徳
を
根
幹
と
な
し
、
す
べ
て
礼
楽
を
優
先
さ
せ
、
易
の
精
義
、
詩
の
雅
興
、
春
秋
の
褒
貶
等
を
み
な
文
章
の
中
に
と

り
入
れ
、
そ
れ
で
両
漢
時
代
の
遺
風
が
再
び
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
絶
賛
し
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
梁
粛
自
身
の
文
学
創
作
に

対
す
る
姿
勢
を
吐
露
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
六
朝
時
代
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
華
麗
さ
を
重
ん
じ
る
文
学

的
風
潮
を
改
め
、
儒
教
的
礼
義
道
癒
に
基
づ
い
て
、
文
章
を
た
て
な
お
そ
う
と
い
う
意
図
が
あ
り
あ
り
と
窺
わ
れ
る
。

梁
粛
の
文
章
観
は
、
彼
が
古
文
家
李
華
の
子
供
で
あ
る
李
翰
の
文
集
に
あ
た
え
た
序
文
の
中
に
一
層
鮮
明
な
か
た
ち
で
顕
在
し
て
い

文
之
作
、
上
所
以
発
揚
道
葱
、
正
性
命
之
紀
、
次
所
以
財
成
典
礼
、
厚
人
倫
之
義
、
又
其
次
所
以
昭
顕
義
類
、
立
天
下
之
中
。
三
代

0

0

 

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

之
後
、
其
流
派
別
、
炎
漢
制
度
、
以
覇
王
道
雑
之
、
故
其
文
亦
二
、
質
生
・
馬
遷
・
劉
向
・
班
固
其
文
博
厚
、
出
於
王
風
者
也
。

枚
叔
・
相
如
・
揚
雄
・
張
衡
其
文
雄
富
、
出
於
覇
塗
者
也
。
其
後
作
者
、
理
勝
則
文
薄
、
文
勝
則
理
消
、
理
消
則
言
愈
繁
、
繁
則
乱

0

0

 

0
 
O
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0

0

 

失
。
文
薄
則
意
愈
巧
、
巧
則
弱
突
。
故
文
本
於
道
、
失
道
則
博
之
以
気
、
気
不
足
則
飾
之
以
辞
、
益
道
能
兼
気
、
気
能
兼
辞
、
辞
不

当
則
文
斯
敗
癸
。
（
文
の
作
り
は
、
先
ず
道
應
を
発
揚
し
、
性
命
の
紀
を
正
す
も
の
で
あ
り
、
次
に
典
礼
を
裁
成
し
、
人
倫
の
義
を

厚
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
そ
の
次
は
義
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
れ
を
世
の
中
に
立
て
る
た
め
で
あ
っ
た
。
夏
・
殷
・
周
三
代
以

降
は
、
そ
れ
ぞ
れ
流
派
に
別
れ
、
漢
代
の
時
代
に
は
覇
道
と
王
道
と
い
う
も
の
が
文
章
の
道
に
入
り
ま
じ
っ
た
。
だ
か
ら
其
の
文
章

る。

の
流
れ
も
二
つ
に
別
れ
て
し
ま
っ
た
。
質
誼
・
司
馬
遷
・
劉
向
・
班
固
ら
の
文
章
は
広
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
深
い
、
い
ず
れ
も
王
道

八
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九

識
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
―
つ
の
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

か
と
考
え
ら
れ
る
。

か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
枚
乗
・
司
馬
相
如
・
揚
雄
・
張
衡
な
ど
の
よ
う
な
辞
賦
作
家
は
、
そ
の
文
章
は
豊
か
で
雄
渾
の
気
に
あ

ふ
れ
、

い
ず
れ
も
覇
道
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
の
作
家
た
ち
は
、
内
容
が
勝
れ
ば
美
し
さ
が
乏
し
く
な
り
、
美
し
さ

が
勝
れ
ば
逆
に
内
容
が
消
え
て
し
ま
う
。
内
容
が
消
え
れ
ば
言
葉
は
愈
々
繁
雑
に
な
り
、
言
葉
が
繁
雑
に
な
れ
ば
文
章
は
乱
れ
て

ね
ら
い

し
ま
う
。
文
章
の
美
し
さ
が
薄
け
れ
ば
文
章
の
意
が
愈
々
巧
み
に
な
り
、
文
章
の
意
が
巧
み
に
な
る
と
文
章
が
弱
く
な
っ
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
文
は
道
を
根
本
と
し
て
、
道
が
失
え
ば
気
で
ひ
ろ
め
、
気
が
足
り
な
け
れ
ば
辞
で
飾
る
。
し
た
が
っ
て
道
は
能
く
気
を

兼
ね
て
、
気
は
能
く
辞
を
兼
ね
る
。
辞
が
ぴ
っ
た
り
こ
な
け
れ
ば
文
も
失
敗
で
あ
る
）
（
『
全
暦
文
』
巻
五
一
八
補
闘
李
君
前
集
序
）

梁
粛
は
文
章
の
立
脚
点
を
王
道
の
「
博
厚
」
と
覇
道
の
「
雄
富
」
と
に
分
け
て
い
る
が
、

を
為
す
時
の
―
つ
の
指
標
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
先
駆
的
古
文
作
家
の
中
で
も
、
初
め
て
の
指
摘
で
は
な
い

そ
も
そ
も
王
道
と
覇
道
と
の
区
別
を
、
思
想
と
し
て
強
調
し
た
の
は
孟
子
で
あ
る
。
孟
子
は
戦
国
列
強
の
富
国
強
兵
的
権
力
政
治
を
覇

道
と
し
て
い
や
し
め
、

こ
の
覇
道
に
対
し
て
仁
義
を
理
想
と
す
る
王
道
こ
そ
国
君
の
採
る
べ
き
最
も
正
し
い
道
だ
と
説
い
た
。
梁
粛
は
こ

の
孟
子
の
発
想
を
土
台
と
し
て
こ
れ
を
文
学
認
識
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
韓
愈
を
し
て
、
孟
子
の
存
在
を
再
認

（
註
六
）

王
定
保
の
『
唐
推
言
』
巻
七
の
記
事
を
見
る
と
、
韓
愈
は
李
観
・
李
鋒
・
雀
禁
ら
と
と
も
に
梁
粛
の
門
に
出
入
り
し
て
勉
強
し
た
と
あ

り
、
ま
た
韓
愈
の
「
典
祠
部
陸
員
外
書
」
に
よ
れ
ば
、
應
宗
貞
元
八
年
（
ヒ
九
二
）
二
十
五
歳
の
時
、
韓
愈
が
進
士
科
に
及
第
し
た
の
も

梁
粛
の
推
挙
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
あ
る
。
韓
愈
自
身
も
梁
粛
の
学
問
姿
勢
を
慕
っ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
は
宋
代
孫
光
憲
の
『
北
夢
瑣

梁
粛
の
思
想
と
文
学
（
劉
）

こ
れ
は
恐
ら
く
当
時
の
古
文
作
家
た
ち
が
文
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一

（
註
七
）

言
』
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
文
章
が
道
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
考
え
は
、
梁
粛
が
韓
愈
に
与
え
た
影
靱
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

「
原
道
」
篇
に
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。

る
。
韓
愈
の
い
わ
ゆ
る
「
道
」
に
つ
い
て
は
、

さ

き

い

う

斯
れ
吾
が
謂
う
所
の
道
は
、
向
に
謂
所
の
老
と
仏
と
の
道
に
非
ず
。
発
は
是
を
以
て
こ
れ
を
舜
に
伝
え
、
舜
は
是
を
以
て
こ
れ
を
萬

(
『
韓
昌
黎
文
集
』
巻
一
原
道
）

に
伝
え
、
萬
は
是
を
以
て
こ
れ
を
湯
に
伝
え
、
湯
は
是
を
以
て
こ
れ
を
文
武
周
公
に
伝
え
、
孔
子
は
こ
れ
を
孟
朝
に
伝
う
。
朝
の
死

え

ら

く

わ

つ

ま

び

ら

す
る
や
、
そ
の
伝
う
る
を
得
ず
、
荀
と
揚
と
は
、
択
ん
で
精
し
か
ら
ず
、
語
っ
て
詳
か
な
ら
ず
。

韓
愈
の
主
張
す
る
「
道
」
と
は
、
亮
舜
か
ら
文
武
・
周
公
・
孔
子
・
孟
子
ま
で
伝
え
ら
れ
て
来
た
儒
教
的
な
道
て
あ
る
。
李
華
・
獨
孤

及
・
梁
粛
・
韓
愈
ら
が
提
唱
し
た
古
文
改
革
は
、

こ
の
儒
教
道
徳
を
中
心
と
し
た
「
古
の
道
」
を
復
興
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

古
の
辞
を
学
ぶ
こ
と
は
、
古
の
道
に
通
ず
る
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
「
文
」
と
「
道
」
は
必
ず
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
ず
、

文
」
に
「
道
」
が
な
け
れ
ば
「
文
」
の
目
的
が
達
成
で
き
ず
、
同
時
に
「
道
」
に
「
文
」
が
な
け
れ
ば
「
道
」
の
実
践
に
達
す
る
こ
と
が

「
文
」
と
「
道
」
と
が
密
切
な
関
係
に
あ
る

不
可
能
で
あ
る
。
韓
愈
と
梁
粛
ら
い
わ
ゆ
る
先
駆
的
古
文
作
家
た
ち
と
の
間
に
お
い
て
は
、

と
主
張
す
る
点
で
一
致
し
て
い
た
。

「
補
闘
李
君
前
集
序
」
に
お
け
る
策
粛
の
文
学
史
観
は
、
夏
・
殷
・
固
三
代
の
後
、
学
問
思
想
に
そ
れ
ぞ
れ
の
流
脈
が
起
り
、
漠
時
代

に
入
る
と
、
は
っ
き
り
と
二
つ
の
大
き
な
流
れ
が
現
わ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
―
つ
は
、
儒
家
の
伝
統
的
「
壬
道
」
に
立
脚
し
た

賢
誼
・
司
馬
遷
．
劉
向
・
班
固
ら
の
文
章
表
現
が
そ
の
代
表
で
あ
る
と
し
、
も
う
―
つ
は
力
強
く
美
麗
辞
句
を
用
い
て
は
で
な
表
現
を
し

た
辞
賦
作
家
の
枚
乗
・
司
馬
相
如
・
揚
雄
・
張
衡
な
ど
が
「
覇
道
」
に
立
脚
し
た
文
学
集
団
で
あ
る
と
み
て
い
る
。
こ
れ
は
梁
粛
独
自
の

見
解
で
あ
る
。

こ
と
ば

更
に
梁
粛
は
こ
の
序
文
の
中
で
「
文
は
道
を
根
幹
と
し
て
、
道
が
失
わ
れ
れ
ば
気
で
ひ
ろ
め
、
気
が
足
り
な
く
な
れ
ば
辞
で
飾
る
こ
と

に
な
る
」
と
論
じ
、
そ
れ
ま
で
の
占
文
家
た
ら
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
文
気
説
」
を
初
め
て
提
唱
し
て
い
る
こ
と
は
誠
に
興
味
深
い
。
こ
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ろo で
あ
る
が
、

れ
は
、
癖
穎
士
・
李
華
・
獨
孤
及
ら
が
重
視
し
て
い
た
「
経
典
」
「
道
徳
」
を
重
視
す
る
教
化
主
義
的
文
学
観
を
更
に
発
展
さ
せ
た
も
の

こ
う
し
た
道
と
気
と
辞
と
の
関
係
に
注
目
し
た
ユ
ー
ニ
ク
な
見
解
は
、
唐
代
古
文
発
展
過
程
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
、
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
梁
粛
は
「
文
気
説
」
の
面
に
お
い
て
も
、
後
の
韓
愈
に
示
唆
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

（
註
八
）

ら
れ
る
。

韓
愈
の
「
道
」
と
「
文
」
或
い
は
「
文
」
と
「
気
」
に
つ
い
て
の
考
察
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

夫
所
謂
文
者
、
必
有
諸
其
中
、
是
故
君
子
慎
其
実
、
実
之
美
悪
、
其
発
也
不
掠
、
本
深
而
末
茂
、
形
大
而
聾
宏
、
行
峻
而
言
属
、
心

醇
而
気
和
、
昭
晰
者
無
疑
、
優
滸
者
有
餘
、
体
不
備
、
不
可
以
為
成
人
、
辞
不
足
、
不
可
以
為
成
文
。
（
夫
れ
所
謂
文
は
、
必
ず
諸

お
お
わ

含
其
中
に
有
す
、
是
の
故
に
君
子
は
其
実
を
慎
む
。
実
の
美
悪
、
其
発
す
る
や
拾
れ
ず
、
本
深
く
し
て
末
茂
り
、
形
大
に
し
て
声
宏

く
、
行
峻
く
し
て
言
属
し
く
、
心
醇
に
し
て
気
和
ら
ぐ
、
昭
晰
な
る
者
は
疑
い
無
く
、
優
滸
な
る
者
は
余
り
有
り
、
体
備
ら
ざ
れ

ば
、
以
て
成
人
と
為
す
可
か
ら
ず
、
辞
足
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
成
文
と
為
す
可
か
ら
ず
）
（
『
韓
昌
黎
文
集
』
巻
十
五
答
尉
遅
生
書
）

こ
こ
で
韓
愈
の
い
わ
ゆ
る
「
実
」
は
、
す
な
わ
ち
「
古
の
道
」
を
指
す
。
つ
ま
り
人
間
の
体
内
に
心
が
あ
り
、
外
に
は
体
が
あ
る
。
文

の
中
に
は
実
が
あ
り
、
時
に
は
辞
飼
あ
る
。
ど
ち
ら
も
文
人
と
「
道
」
の
修
養
と
は
関
係
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
文
人
が
た
だ
こ
の
「
道
」
を
修
養
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
適
切
な
「
辞
＇
」
を
的
確
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
道
」
を
表

つ
ま
ぴ
ら

現
し
て
こ
そ
始
め
て
「
文
」
と
い
う
も
の
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
韓
愈
は
梁
粛
よ
り
詳
か
で
あ
り
、
ま

た
具
体
的
で
あ
る
。
韓
愈
の
文
章
の
秀
れ
た
点
は
、
自
由
自
在
に
し
か
も
殆
ん
ど
独
創
的
な
表
現
を
活
か
し
な
が
ら
、
仁
義
の
道
に
参
入

す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
「
李
翔
に
答
う
る
書
」
に
お
い
て
文
を
作
る
時
の
態
度
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

愈
の
為
す
所
、
自
ら
其
の
至
る
や
猶
ほ
未
だ
し
き
や
を
知
ら
ず
。
然
り
と
雖
も
、
こ
れ
を
学
ぶ
こ
と
二
十
余
年
。
始
め
は
三
代
両
漠

の
書
に
非
ざ
れ
ば
敢
て
観
ず
、
聖
人
の
志
に
非
ざ
れ
ば
敢
て
存
せ
ず
、
処
る
と
き
は
忘
る
る
が
若
く
、
行
く
と
き
は
遺
る
る
が
若
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く
、
慨
乎
と
し
て
其
れ
思
ふ
が
若
く
、
茫
乎
と
し
て
其
れ
迷
ふ
が
若
し
。
其
の
心
に
取
り
て
手
に
注
ぐ
に
当
り
て
は
、
惟
陳
言
之
れ

務
め
て
去
る
。
：
•
•
•
•
こ
れ
を
仁
義
の
途
に
行
け
り
、
こ
れ
を
詩
書
の
源
に
滸
ば
し
め
、
其
の
途
に
迷
ふ
こ
と
無
く
、
其
源
を
絶
つ
こ

と
無
く
し
て
、
吾
が
身
を
終
ら
ん
の
み
。
気
は
水
な
り
、
言
は
浮
物
な
り
。
水
大
に
し
て
、
而
し
て
物
の
浮
ぶ
者
大
小
畢
く
浮
ぶ
。

気
と
言
と
は
、
猶
ほ
是
く
の
と
と
き
な
り
。
気
盛
ん
な
る
と
き
は
、
則
ち
言
の
短
長
と
、
声
の
高
下
と
は
皆
宜
し
。
（
『
韓
昌
黎
文
集
」

巻
三
）

註
巳
林
田
慎
之
助
氏
の
「
唐
代
古
文
運
動
の
形
成
過
程
」
は
日
本
中
国
学
会
報
第
二
十
九
集
に
所
収
。

⇔
高
祖
父
趙
王
府
記
室
宜
春
公
、
消
曽
王
父
侍
御
史
府
君
已
降
、
三
世
居
陸
渾
、
有
田
不
過
百
畝
、
開
元
中
為
大
水
所
嬢
、
始
徒
於
函
関
。

文
』
巻
五
一
七
過
蓄
園
賦
注
）

回
⑥
毒
仲
勉
氏
の
「
唐
集
質
疑
」
過
薔
園
賦
の
項
。

伽
神
田
喜
一
郎
氏
の
「
梁
粛
年
譜
」
は
『
東
方
学
論
集
」
東
方
学
会
創
立
二
十
五
周
年
記
念
に
所
収
。

四

望

月

「

佛

教

大

辞

典

」

甚

然

の

項

参

照

。

．

．

＇

，

．

回
沙
門
釈
法
馬
、
啓
精
舎
於
建
安
寺
西
北
隅
、
興
比
邸
勧
請
天
台
湛
然
大
師
、
韓
法
輪
於
其
間
、
尊
天
台
之
道
以
導
後
学
、
故
署
起
堂
日
止
観
。

（中

（
『
全
唐

こ
の
よ
う
に
、
先
駆
的
古
文
家
の
中
で
は
じ
め
て
梁
粛
が
唱
え
た
「
文
気
説
」
は
、
韓
愈
の
時
代
に
な
っ
て
よ
り
具
体
的
に
す
ば
ら
し

い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
韓
愈
は
「
気
」
を
「
水
」
に
た
と
え
、
「
言
」
を
水
に
浮
ん
だ
物
に
た
と
え
て
、
「
気
」
と
「
言
」
（
梁
粛
の

立
場
か
ら
見
る
と
、
こ
こ
で
言
う
「
言
」
は
彼
の
言
う
「
辞
」
に
等
し
い
と
考
え
ら
れ
る
）
と
の
関
係
は
、
水
と
そ
の
上
に
浮
ん
だ
物
と

の
関
係
で
あ
る
と
み
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
唐
代
の
古
文
家
は
「
道
徳
」
を
根
底
に
据
え
、
気
を
重
視
し
、
な
に
も
の
に
も
束
縛
さ
れ
ず

に
、
そ
れ
ぞ
れ
己
の
意
を
表
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
古
文
作
家
た
ち
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
長
い
間
中
国
知

識
人
の
意
識
を
束
縛
し
て
来
た
四
六
絣
麗
文
の
風
潮
か
ら
脱
皮
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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略
）
小
子
黍
遊
師
門
、
故
不
敢
不
志
、
時
大
歴
九
年
冬
十
一
月
日
記
。
（
『
全
唐
文
』
巻
五
一
九
常
州
建
安
寺
止
麒
院
記
）

丙
貞
元
中
、
李
元
賓
・
韓
愈
・
李
絡
・
祖
睾
同
年
進
士
、
先
是
四
君
子
定
交
久
突
、
共
遊
梁
補
闘
之
門
。
（
王
定
保
『
唐
披
言
』
巻
七
）

旧
唐
代
韓
愈
・
柳
宗
元
消
李
翻
・
李
観
・
皇
甫
泥
数
君
子
之
文
、
凌
礫
荀
孟
、
糠
粧
顔
謝
、
其
所
宗
仰
者
、
唯
梁
補
闊
一
人
而
己
・
乃
諸
人
之
亀
鑑
．

而
梁
之
竪
采
寂
寂
、
幾
陽
春
白
雪
之
流
乎
、
是
知
俗
塵
喧
喧
者
、
宜
鑑
其
濫
吹
也
。
（
孫
光
憲
『
北
夢
瑣
言
』
巻
六
）

四
梁
粛
の
「
文
気
説
」
が
韓
愈
の
文
学
観
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
既
に
林
田
慎
之
助
氏
の
「
韓
愈
の
文
章
表
現
論
」

二
輯
、
九
州
大
学
文
学
部
創
立
五
十
周
年
記
念
論
文
集
所
収
）
が
詳
細
に
論
証
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
た
。

梁
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（
「
文
学
研
究
」
第
七
十
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